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宇醐発委員会第一部三三いては・麟・54年胡2・日田醐発委

員会決定「宇宙開発計画の見直しに関する審議につ．いて」に基づき、　「宇宙

開発計画（昭和53年蝕定）」の見直しのための審議を行ってき燃特

繭55三巴る軸開発関係綴の見積妨針飯映させる必勲
ある事項薩点を節てと弦とめたので回する．
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1　科学の分野の開発：計画

　1．開発研究

　（1）第10号科学衛星（PLANET・一A）

　　　地球、金星近傍の惑星間空間のプラズマの研究及び金星大気の光学

　　的観測，研究を主目的として第10号科学衛星の開発研究に着手する

　　　ことは妥崇である。．

皿．、観測の分町の開発計画

　1．開発

　（1）測地衛星1号（GS・一1）

　　　　日本測地原点の確立が国内測地三角網の規正・海洋測地網の整備等

　　舶的とするとともに、測地鯉礪する技術の開発順する測地衛

　　星1号（GS－1）をN一一皿ロケット（2段式）により所定の軌道に

　　打ち上げるため幽開発に着手することは妥当である。

　　　なまへ打上げ時朔については、他の衛星計画との整合をとる必要が

　　　ある。

　2　開発研究

　ω金星周回漏話（VOI恥計画への参加

　　　米国の金星周回探査衛星（VQIR）計画への三脚を予定し、電離

　　層圃鶴の観測技術綿用した金星離層観測装置の開発研究鰭

　　手ナることは妥当である。

　a，研究

　（1）海域及び四域観測衛星シリーズ．

：＿1∴

　　①「海域及び陸域観測衛星シリーズ」に誇ける人工衛星開発計画も

　　　勘案しつつ・購査を目的とする入工解に関し・その鱗な

　　　．システム・塔躯ぞサ等につ毒幅聴研究を行うことは妥当である・隔．

　　②　将来のミリ波衛星通信の効率的運用k資ナるとともに、各租利回．

　　　分野への応用等を目的として、衛星塔載用能動型電波リモートセン

　　　サの研究を行うことは妥当である。

　　⑱　坤磁気分布を観測し、地球内部の構造の解明に資ナることを目的

　　　として、磁気雫メサの研究に着手することは妥当である。

　（2）電磁圏及び固体地球観測衛星シリーニズ

　　①電磁環境を中波帯からマイクロ波帯にわたる広い周波数帯につい

　　　て人工衛星を用いて観測することを聯として、所要の研究を進め

　　　ることは妥当である。

’4∫その他昌

　　気象業務b改善及び気象衛星に関する技術の開発に資することを目的

　とした静止気象衛星3号については、静止気象衛星2回り予備衛星をリ

　ビ畔ユして打無げることが可能かつ効果的であると考えられる・

　　また、打上げ失敗に備え、予備衛星が必要である。

　　な二挺げ醐につい嵐ゆ解緬との整合をとる必要があ’

　るo

皿　通宿の分野の開発計画

　1．開発　　　　　　　　　、　’　　　・

　　（1）放送衛星2号（BS一含a友びBS－2b）
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　　　人工衛星に：よるテレビジゴン難視聴の解消等を図るとともに、放送

　　　　　　1，
　　　解燗軽技術の開発順することを目的とし回送解2号をN

　　　」皿ロケシトにより打ち上げるため開発に：着手することは琴当である。

　　　　な鉛、打上げ時期に6いては、他の衛星計画との整合をとる必要が

　　　ある。

a開発研穽

　　（1）航空・海上技術衛星（AMES）

　　　　嘩的嫡星齪技御融及び三体通信衛星シろテム等の醗

　　　を行うこと朗的とする航空晦上技術衛星（AM．ES）について・

　　　N一皿ロクラ乍により打ち上げるこζを目標として開発研究に着手す

　　　ることは妥当である。

　a　研究　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　．　　　　　．　ぐ

　　（・）鋤体通信技繍星シリーズ、”．’一

　　　①　将来に誇げる大規模かつ多様な宇宙通信技術の基盤を確立するこ

　　　　とを目的として衛星塔載可能左マルチビームアンチ≠の研究に：着手

　　　　することは妥当である。

　　　②　人工衛星を利用した捜索救難システムに蘭：ナる所要の研究を行う

　　　　ことは妥当である。

W　宇宙実験の分野の開発計薗一

回発　『「　＿♂　’．
1（・）小型・ケットによ’骰ﾞ料前壷　　’

　　　　TT－5・・Arケッ，1による小規模の材料蝿実縦距5年・

一2一、

　1度から実雄することは妥当である。

2．開発研究

（1》第一次材料実験（FMPT）　　　　　　　　　　　　一

　　　米国のスペースシャトルを利用して昭和59年度セ『材料実験等を実

　　施し、その際、日本人科学技術者（’ペイロードメペシャリスト）を

　　搭乗させることを目標に、所要の開発研究に着手ナることは妥当であ

　．るo

V　人工衛星系共通技術の分野の開発計画

ユ．概究

　①　人工衛星の長寿命化、姿勢制御④高精度三等を目的とナる宇宙用軸

　　1受の研究に着手することは妥半である。

　　②利用機関の意向を十分配慮の上、大型人工衛星に共通なパスの研窄

　　　に着手することは妥当であるρ．

W　輸送系共通技術の分野の開発計画

　1．開発

　．（1）・N・一Eロケット

　　　①昭和5三度以降、N－1・ケットをN砲・ケぞトに統合する

　　　　ことは妥当である。

　　　②昭和畔黙期から昭和59鞭夏期までに打ち上げるN－H・

　　　　ケ．ットの開発に着手することは妥当である。な翫開発に着手する



0

　　　機数については、衛星計画と整合をとる必要がある。ただし、N一

　　　皿只ケットを年間3機打ち上げる場合には、打」：げ関連施設、追跡施

　　．三等の増強・．打上三一ズンの再検討を行う必要がある・

　　③　N一皿ロクット3号機以降において1第一段タンク、衛星分離部、

　　　スピンテーブル等の国産化及び第二段推進系の国内組立てを行うこ

　　　とは妥当である。

2　開発研究

　（1）H－1ロケット　　　　　　　　　　　　．

　　①　液酸・液水回二段の試作に着手し、昭和59年度に同二段の機能確

　　認の準め、試験用ロケットによる飛行試験を実施することは妥当である。

　②昭和5＄年度にN－E・ケット（2段式〉によ卑測地衛星1号が

　　打ち上げられる場合は、’同ロケットを用いてH：一1ロケット用慣性

　　　誘導装置の搭載実験を行うととは妥当である。

　③　H－1ロク1ット用第3段固体モータの開発研究を行うことは妥当

　　　である。

a研究 A・　　・　　’
　　　回収技術の一環として、減速に関する空気力学的問題、回収ピーク①

　　ルのシステム研究を行う・ことは妥当である。

②高性能上段固体薫一タの推進．薬に生ずる欠陥・損傷の判定基準及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　．検出法の研究に着手することは妥当である。

W　施設の整備

　1．地球観測システムの研究に資するたφ、 ラ／ドサ・ツトDの情報受信処

一3・一

理施設設備の整備を行うことは妥当である。、

2ドN一皿ロケヅト（2段式）により測地衛星1号を打ち上げるためには・

　南米局が必要となるため、昭和58年度に同衛星を打上げる場合には、

昭和55年度にシステム設計を行う必要がある。

a鰍腋水第二段の機能輝を目的とした試験用・妙トの近点の

　設計を行うことは妥当である。

　　この際、H－1ロケットとの関連を考慮して計画する必要がある。

4．H－1ロケットの開発研究を推進するため、タンク熱特性試験設備の

整備を行うとともに、慣性誘導システム試三態備の一部増設を行うこと

は妥当である。’

鴨　その他蜜意事項

　1・宇宙開発の本格化に伴い、実験段階から実用段階に移行する衛星開発

　計画が増加する．ものとみられるが、その場合に夢ける実用に供する衝星

　　の費用分担のあり方、打上げ時期の重複に伴う年間打上げ機数の増加の

　　方策等につ“て、長期的、総合的観点から検討を進める必要がある。

　2・宇宙分野に夢ける月米合同調査計画に澄いて勧告された事項の実施を

　　推進する必要がある。

　a　N一皿ロケッ．ト3号機以降において、同ロケットの国産三等を進める



際は、所要の対外折衝が必要であると考える。また測地衛星1号を打ち上

げる場合は南米局が必要となるため、対外折衝を行う必要がある。

（参考1）

宇宙開発計画の見直しに関する審議について

q，’

昭和54年6月20日

宇宙開発委員会

　　　決　　定

・●

の

　宇宙開発政策大綱に基づき、昭和55年度に実施するべき研究及び開発の

計画化を図り、必要に応じ、宇宙開発計画（昭和53年度決定）に：修正を茄

えるため、次により調査審議を行う。

1．審議事項　　　　　　　　　　　『　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　「
　　内外の學境の変化・宇宙の利用に関する見通し・国内の研究及び開発の

　進捗状況並びに各省庁の要望を踏まえて、暗和55年度宇宙開発関係経費

　の見積り方針の策定及び宇宙開発計画の改訂について必要な調査審議を行’

　う。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　1

2．1審議方法

　　1．の審議は第一部会に誇いて行い、見積り．方針に反映させるべき事項に

　ついては、昭和54年7月下旬に終えることを目途とする。

一4一
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　　第一・．部会構成員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

藤　東　禧　宇宙開発委員会委員

葉　鐙二郎　東京大学宇宙航空研究所教授

田研爾三菱重工業㈱取締役

田　文　雄　専修大学法学部教授

田　　　享　郵政省電波研究所衛星研究部長

田　茂　男　名古屋大学工学部教授

塚　貞　吉　科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

田．　　実　航空事故調査委員会委員長

口　寅之輔　明治大学工学部教授

崎俊夫科学技術庁航空宇宙技術研究所長

林英男元日本住宅公団副総裁

　　　．卓松下通信工業㈱取締役

　　少　一　運輸省電子航法研究所衛星航法部長．

　　　　誠1工業技術院機械技術研究所次長

　　哲　夫　三菱電機㈱電子事業本部顧問

　　信　彦　気象庁気象衛星センター所長

　　利　彦　日本電気㈱担当本社理事

　　吉　克　日本放送協会技師長専務理事

　　公．平文部省学術国際局長『

　　　　保　科学技術庁研究調整局長米

　　　　恵　東京大学宇宙航空研究所教授

　　鉄　也　（社）経済団体連合会常務理事

　　　　靖日本竜電話公社研究醗本部長来

　　幸　彦　宇宙開発事業団ロケヅト’設計グループ総括開発部員

一・ T一・

田　畑　浄　治　副子開発事業団衛星設計第一グル肝プ総括開発部員

寺本俊彦東京大学海洋研究所教授

戸田康明日産自動車㈱顧問
永昇　浩運輸省大臣官瀦舗米1

’中　口　　　博　千葉大学工学部教授

中　原●裕　一　東京芝浦電気㈱宇宙事業開発部長

中　山　勝　矢　工業技術院電子技術総合研究所極限技術鄙長

西村蹟二国土地理院参事官

野村民也東京大学宇宙航空研究所長

長谷川幸雄㈱日立製作所通信機事業部員

林友直東京大学宇宙航空研究所教授

平田　稔石川島播磨重工㈱航空宇宙事業本部宇宙開発事業部長

平野正雄郵政省電波監理局長

平　山　　　博　早稲田大学工学部教授

松浦陽恵宇宙開発事業団理事長．
丸　山　良　仁　建設大臣官房長飴

興　　　憲　一　国際電信電話㈱常務取締役　・　一

森大吉郎東京大学宇宙航空研究所教授

森’山信吾通商産業省機械情報産業局長

矢田部厚，彦外務省科学技術審議官

山　口　弘　一宇宙開発事業団システム計画部長

山　崎　　　昭　海上保安庁水路部年暦課長

’山崎晃市富士通インターナシ冨ナルエンジ昌アリング㈱専務取締役

山　内’正　男　新技術開発事業団藍早

島　田　純　一　沖電気㈱技術本部企画総括担当部長．

依田連平科学技術庁鋸棚技術融所クリープ試騨長

　　米印の専門委員は現在任命手続中
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　第一部会衛星系分科会にむいては、昭和54

年6月25日付け第一部会決定「第一部会にお

ける審議の進め方について」に基づき、　昭和

5’ T年度の宇宙開発関係経費の見積り方針に反

映させるべき事項について．審議を行ってきたが、’

・その結果をとりまとめたので報告する。　一
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1　科学の分野

要望　さ　れ　た　事　項 審　　　議，　経　　　過， 審，議結果’

工　第10号科学衛星（PLAN：ETrA）

（文部省）
儘

－地球、金星五傍の惑星間空間プラズマの研究、 ．1．第10号科学衛星は、惑星間空間、惑星等の科学探査を目的とし 地球、金星近傍の惑星間空間プラズマの研究、・

及び金星大気の光学的窺測・研穽を主目的とす　　　　　　「

て、太隣地二間プラズマの観測及び金星大気、ハレー彗星の真空紫 及び金星大気の光学的観測・研究を主目的とし’

る第10号科学衛星PLANET・一Aを昭和59 外領域における観測等を行うものであり、科学探査による基礎科学 て、第10号科学衛星の開発研究に着手するこ

年度に太陽周回軌道に打上げることを目標にし の推進を図る上で有意義である。 とは妥当である。

て開発に着手したい。 また、・真空紫外領域に論ける観測は、米国における同彗星の観測

計画ζ湘補的な意義を有するものとして、．先般行われた宇宙分野に
、
、

おける日米合同調査計画の協力課題の一つとして勧告されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

』2．政策大綱においては、　「月・三星探査シリーズ」として、まず月

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1yび地球型惑星を中心とした科学探査ヵ・ら実施するものとして寿り、

本衛星はこのシリーズに属するとともに、宇宙分野に誇ける国際協

力の推進に資するなど、政策大綱に示された方針に適合するものと
●

考えられる。

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
a　本衛星については、従来の科学衛星の開発により得られ走技術的

’

実績を踏まえるとともに、惑星間空間の長時間航行に対する十分な

配慮を行うこと忙よわ、昭和59年度に打ち上げることを目標に開

発研究に着手することは可能と考えられる。 ，
噌

なお、開発研究を行うに当6ては、鷹く各方面の専門家の協力を
，

得ることが望ましい。 1　　　　　　　ノ

●

　
．
・
・

1
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H　観測の分野
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要　望　さ　れ　た　事・項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結．果

エ　静止気象衛昆5号（GMS「3）

（科学技術庁）

気象衛星に関する技術の開発及び我が国の気 1♂瀞止気象衛星による観測は、．台風前線等広域にわたる気象現象・ 気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の

象業務の改善に資することを目的とする静止気’． 一の常時藍視に有効であると考えられ、昭和56年度に打上げが子定 開発に資することを目的とした静止気象衛星3

象衛星3号（（｝MS－3）につ込ては、静止気 されている静止気象衛星2号の寿命が尽きる時期に後続機を打ち上
号たついては、静止気象衛星2号の予備衛星を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

象衛星2号の寿命が尽きる昭和59年度に打ち げる必要がある。 リハービッシュして打ち上げることが可能かつ

上げることが望ましいが、国産化率向上の程度、 2，こめ後続機については、静止気象衛星2号とほぼ同規模、同性能 効果的であると考えられる。

　　　　　　　　　　　、o費負担のあり方、静止気象衛星2号の予備衛 の衛星でミッションの達成に支障がないこと、予備衛星の有効利用 また、打上げ失敗に備え、予備衛星が必要で

星の取扱い等につき、‘ ﾖ係機関の間で●K切な合 が図れることたどから、静止気象衛星2号の予備衛星をリハービッ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
である。　　　　’

町

’シ昌し静止気象衛星3号．として打ち上げることが可能ヵ・つ効果的で な鉛、層打上げ時期については、’他の衛星計画

（運輸省）
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　．

?驍ﾆ考えられる。 との整合をとる必要がある。

静止気象衛星3号衛星は、残が国の気象業務 な於、打上げ失敗に備え、予備衛星が必要である。
1

の改善及び気象衛星に関する技術の開発に資す 3．また、静止気象衛星2号の打上げ失敗の場合、同衛星の予備衛星

を静止気象衛星3号として利用できなくな：ることからも、これに備
ひ

ち上げる静止気象衛星2号（GMS」2）とほ　　　　　　　　　　　　　　　　〆

えるための衛星の開発を昭和56年度から行う必要があると考えら 、

ぼ同様の性能を有ナる衛星として開発し、N一、 れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

皿ロケットにより、GMS」2の寿命期間が終 4、．’ �q星は、政策大綱に示された方針に適合するものと考えられる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

了する時期に静止軌道上東経140度付近に打

ｿ上げることを要望する。畠また、之れと同時に、　　　　　　　　　　　｝

q星寿命に：ついて5年以上を目標ξして長寿命　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

が・打上げ時期ゆ燦は他の鯉三富との整合をとる必要がある6

堰@　　　淑　　　　　　　　　　　　　　■

＝

’

化を図ることを併せて要望すう。 し

1　　　　　－

@　　　　　　　’
｝

’

o

’

一2一
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要　望　ぎ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結果

12，測地衛星1号（，GS－1）　　　　　　　　　　　　　1

（科学技術庁）　　　　　，’　　9　「

日本測地原点の確立、国内測地三角網の規正、 ユ．領海、経済水域に関する国際的な状況等の変化に伴い、日本及び 　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　，　．　，
坙{測地原点の確立、国内測地三角網め規正、

海洋測地網の整備等を行うことを目的とする測　　　　　　　　　1

n衛星1号（GS－1）について、1 CN一皿ロケ・

”その周辺における精密測地網をできるだけ早期に確立する必要ホあ’

@る。

海洋測地網の整備等を目的とするとともに、測

n衛星に関する技術の開発に資する測地衛星1

ット（二段式）により、昭和58年度に打ち上 このため、測地衛星システムとして測距精度のすぐ撮レーザ反 号「 iGS一・1）をN一∬ロケグト（2段式）に

げることを目擦に、昭和55年度から開発に移 射体を装着した気球型の測地衛星1号（GS－1）をできるだけ早 タリ所定の軌道に打ち上げるため開発に着手す
●

行さぜたい。　　　’ 期に打ち上げる必要がある。 ることは妥当である心

（運輸省），　　　　　　　　　　　’ 2．昭和5，2年度に一部の試作試験昭和53年度に予備設計を終了 な夢、打上げ時期については、他の衛星三面
L ●

ヒr・ザ反射気球型測雄衛星の打上げ時期を昭 し、その際レ「ザ反射体の特性の検討、球体を構成する白材の試験 乏の整合をとる必要声ある。

和58年度冬期とする。漆た竃その実現6ため などにより技術的な見通しが得られたのでモ本衛星の開発に着手で，
●

に昭和55年度から衛星の開発に着手するよう きると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’
　　　　　　　曜P

e
層

併せて要望する。 ．また、打上げ用ロケットの変更に伴う設計の一部の見直しについ

’（建設省） ては、技術的に可能と考えられる。． 1　　　　　　　　　　　　　，

宇宙開発計画（昭和53年塵決定）に夢喚て、 ，a　本衛星は㌃政策大綱に示された方針に適合するものと考えられる 「

第年章観測分野の開発計画のうち③節人工衛星 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ｪ、打上げ時期に：ついては、他の衛星計画との整合をと、る必要があ
＼

の開発研究のなかに位置づけられている測地衛 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

畢（GS－1）を、昭和54年度に引いては、
1　　‘

昭和58年度打ち上げを目標とする開発段階に

ﾚ行するようあらためること。

ト

竃　　　「

@1

し

1

’

巳

、

「
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要望さ　れた事項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結　果

3．電磁環境観測衛星（：E1江EOS）

（郵政省） 1．電磁環境を中波帯からマイクロ波帯にわたる広い周波数帯につい 電磁環境を中波帯からマイ！クロ波帯にわたる

，　地上無線通信及び宇宙無線通信等の運用は、 て観測することは有意義である。 　　　　　　　　　　　　　　　　　，　■
Lい周波数帯について人工衛星を用いて観測す

電波の伝搬媒箪、通信系相互の混信、電波雑音 ・2．　このような目的に必要な観測器としては、電離層観測衛星（ISS ることを目的として、所要の研究を進めること

等に影響されることから、’ ｱれら電磁環境を中 一・ ajの観測器の一・部改良とともに新規の観測器が検討されている。 は妥当である。

波帯からマイクロ波帯にわたる広い周波数帯に 特に新規の観測器については、その性能、衛星塔載旧観測器として

ついて観測する必要がある6 の開発を目的とした研究を十分に行う必要があり、所要の研究を進
一

このため軍離層観測衛星（ISS－b）によ 1めることは適当と考えられる。

る成果を踏まえ、・そ6機能を拡充して、電磁環 また、人工衛星としてのシステム設計については、この研究結果
レ

境観測衛星（EMEos）を、昭和61年度ご を踏まえて行うことが適当と考えられる。また、その際、他のミヅ

うに打ち上げることを目標に所要の開発研究を ションとの複合等の可能性につい七も検討することが望ましい。
．

行う。

，

4．資源探査衛星1号

（通商産業省），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ
P．資源探査を目的とする人工衛星の具体的プログラムを、現時点で 「四域及び海域観測衛星シリーズ」に恥ける．

世界全体にわたる広域な資源探査を奢う資源 特定することは時期尚早であるが、資源・エネルギーの大部分を海 人工衛星開発計画も勘案しつつ、資源探査を目

探査衛星に関する技術の確立を図るとともに、 外に依存しているわが国にとって、国際的な動向と、わが国の資源 的とする人工衛星に関し、その概念的なシステ

資源エネルギー政策の積極的な展開及び宇宙関 エネルギー政策の要請に照らし、資源探査を目的とする人工衛星に ム、搭載センサ等につき幅広い研究を行うこと

連産業・技術の発展を図ることを目的とする資 ついて研究を行うことは、有意義である。’
は妥当である。

源探査衛星1号を昭和60年度に太陽同期・準 2．資源深査を目的とする人工衛星について、その概念的なシステム、 ，

回帰軌道に打ち上げる國ことを目標に：開発研究を 搭載センサ、地上機器及びデータの解析処理・利用技術等にわたる

’行う。 幅広い研究を行うことは適当である。その際、「陸域及び海域観測

衛星シリーズ」k白ける木工衛星、開発計画も勘案し、また特に地

一4・一

「
．
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要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結　果

下鉱物資源探査の目的が㌘層効果的に果さ乳る点に留意しつつ研究

■

する必要がある。
9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o＝@資源探査の分野における人工衛星の利用は、宇宙開発政策大綱の

，　曹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔F宙開発活動重点目標の一つであり、　「陸域及び海域観測衛星シリ

一ズ」の一環としてできるだけ早期に定着化すべきものとされてい

驕B

5．金星周回探査衛星（VOIR）計画への参加 ／

ト

（科学技術庁） 1．君国のNASAでは、電波による金星表面の探査及び金皐環境の 米国の金星周回探査衛星（VOIR）計画へ

米国航空宇宙局声予牢している金星周回探査 探査を行うことを目的とした金星周回探査衛星（VOIR）を昭和． の拳加を予定し、電離層観測衛星の観測技術を

衛星（VOIR）計画に参加するため、昭和55 59年に打ち上げる計画を進めており、米国内のみ1ならず広く世界 応用した金星電離層観測装置を実現するための‘

年度から同衛星に搭載’ナ乙電離層観測装置等の． 中の研究者に対しその参加を募っている。 開発研究に着手することは妥当である。　　　　　　　　　　　　’

研究に着手したい。 この計画に我が甲が電離層観測技術の成果をもとに参加すること

（郵政省） は、成果に対する期待とともに、我が国の技術が宇宙分野に夢ける

米国NASAの金星周回探査衛星（VOIR） 国際協力に貢献できること、深宇宙探査技術の習得に資するなどの

計画に参加するため、ISS一・bの電離層観測 点で有意義である。

技術を応用した金星電離層観測装置を昭和58 2　要望の観測装置は、機能的には電離層観測衛星（1’SS一一b）の

年末までに開発すう。 観測器の一部と類似であり、開発仕可能とみらねるが、環境条件の

合巻．性能向上、機能追加、米国側と（bインターフェイス調整等に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

ついて十分研究した上で開発する必要がある。

なまへその研究にあたっては、電離層観測衛星の開発による技術
P

一

蓄積をもとに、広く専門家の協力を得るζとが望ましい。

・一 T一・

一「
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要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結　果

6　衛星搭載用能動型電波リモートセンサ

（郵政省）． 1・将来のミリ波三星通信の効率的運用等に資するための雨域の観測 将来のミリ波衛星通信の効率的運用に資する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　，　o

将来のミリ波衛星通信の効率的運用等に資す 海洋波浪観測等各種利用分野への応用等を目的として、衛星搭載用 とともに、各種利用分野への応用等を目●的とし

るための雨域の観測、海洋波・浪観測等各種利用 能動型電波リモートセンサの基礎となる研究を行うことは有意義で

分野への応用を目的ζし・併せて海域及び墜域． ある6 究を行うことは妥当である。

観測衛星シリらズのミジシ冒ン機器開発に萱す 2　本センサについては・航空機搭載実験の結果を踏まえ衛星に搭載，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．驩q星搭載用能動型電波リモートセンサーの開 する東めの検討を行うとともに、昏種の電波リモー、トセンサの開発

発研究を引き続き行う。 に応用するための手法及び技術の確立を図る必要がある。

a　本センサは1海域及び陸域観測衛星．シリーズ用の各種センサの研　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　P　　　　　　　　　　　　　　　一

究の一環として位置付けられうものである。，　　　　　　　　　　　　　　　●

乳’磁気センサ

（通商産業省）　． 1．磁気センサは地磁気分布を観測しで地球内部の構造の解明に資す 地磁気分布を観測し地球内部の構造の解明に

海域及び陸域観測衛星シリーズについては、 るものと考えら払地球翻にとって簡明である。 萱すろことを目的として磁気毛ンサの研究k着

…・∴応用のための技術の研究を行う。特に資源 2，磁気センサについては、衛星自体の磁場の影響を軽減する方策等 回することは妥当である。

探査の分野については、磁気モンサー等の新た についても研究を行う必要がある。

な観測機器に関する技術の研究も併せて行う。 a本研究は・醐及び陸域翻衛星戦略用の鱒のセンサの研

究の一環として位置づけられるものである。

（注）　本要望は、上記下線蔀分を宇宙開発計 ノ

画に追加されたいとのものである。 「

，

’
　

1

、　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　’
@　　　　　，T

1
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皿　通信の分野

要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結　果

1．放送衛星2号（BS－2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

（科学技術庁） 1．NHKでは、従来や中継放送局及び共同受信施設の設置等により
　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　●
l工衛星によるテレビジョン難視聴の解消等

放送衛星に関する技術の開発を行うとともに、 テレビジョン難視聴の解消を進めてきたが、このような方式は、昭 を図るどともに、放送衛星た関する技術の開発に

テレビジョン難視聴の解消等を目的とする疲送 和58年度頃には限界に達するものと予想されており、衛星放送に 資することを目的とした放送衛星2号をN一皿

衛星含号（BS－2）については、早期に打ち よりその解消を図ることが緊急の線題とされている。このため、実 ロクットによシ打ち上げるため開発に着手する

上げることが望ましいが、国産化率向上の程度、 　　　　　　1pに供しうる放送衛星をできるだけ早期に打ち土げる必要が．’ ことは妥当である。

経費負担のあり方、技術的内容等につき、関係’
あ
る
。
ρ な凄、打上げ時期については、他の衛星計画

機関の間で適切な合意が得られるよう検討を行 2，本衛星については、実験用，中型放送衛星と同規模のものとして、 との整合をとる必要がある。

う必要がある。
　　　　　　「
vARC－BS（放送衛星業務に関する世界無線通信主管庁会議）

（郵政省） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ﾌ技術基準法に適合させるための設計変更、設計寿命の三年以上への　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

実験用中型放送衛星（BS）の開発成果友び 変更（約五年の寿命を目標）、衛星システムの信頼性の向上、N一
「

実験結果を踏まえて冠BSと同規模の衛星につ Hロケットによる打上げのための重量軽減、運用性能の向上等を図

いて、本機を昭和58年度に、予備機を昭和59 ることが必要であるがギそれら．は技術的に可能と考えられる。

年度に軌道上に打ち上げることとする。 a　本衛星は、政策大綱に示された方針に適合するものと考えられる
o

また、本システムは、継続して運用ナる必要 が、打上げ時期については、他の衛星計画との整合をとる必要があ

があるめで、衛星の寿命期に次期衛星を打ち上 る。・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

げるものとする。
層

2．航空・海上技術衛星（AMES）

（科学技術庁） 1．瀞止スピン型衛星の設計、製作技術の確立を図るとともに、洋上 自主的左衛星基礎技術の確立及び移動体通信

静止スピン型通信衛星に関する技術の確立を． の航空機及び小型船舶との通信等に対処するため、移動体通信衛星 衛星システム等の開発を行うことを目的とする

図るとともに、移動体通信衛星技術、航行衛星 の技術開発を行うことは有意義である。 航空・海上技術衛星（AMES）にρいて、　N

一7脚・
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要望された事項． 審　　　議　　　経　　　過 審、議　結　果　　　　　’

　．Z術の開発を行うことを目的とする航空・海上 2　本衛星を用いて関係機開において国産部品の搭載実験・移動体通 一皿ロケットにより打ち上げることを目標とし

『技術衛星（A．ME．S）について、　N一・Hロケッ
信システムの：運用実駄1ンバンドマルチビームアンテナの搭載実験 て、開発研究に着手することは妥当である。

トにより、昭和60年度に：中部太平洋上空の静 等を行うなど通信分野に冷いて自主技術の早期確立を図ることとし
■　o

．幅跳道上に打ち論る琵を目溢、昭和55 ている。本要望は、政策大綱における移動体通信技術衛星シリーズ1
ヒ

年度から所要の開発研究に着手したい。 の方針に適合している。
●

（運輸省） a　また、昭和55年度から本衛星の設計検討及び各ヲンポーネント
一

航空衛星ジステムの実験評価を’行う場合、太 の試作試験を開始すれば、二三6・年度にN二H・ケヅトで打上げ

平洋上に静止衛星を確保することが必要であり、

共同AEROSAT評価計画による太西洋上の 4．開発研究に移行するに当っては、本衛星ρ開発・運用を協力して

衛星打上げが3～4年遅れると考えられ、かつ 推進するよう、今後とも関侠機関に鉛いて連緕調整を行う必要があ
　　　　　　　　　　　　　　　’v

我が国に夢ける実用衛星の運用開始時期が昭和 る。

67紺68年頃と推測されることから1①航空
9

亀

ρ

交通管制に澄ける衛星利用の最大利点である2’．

静止衛星（内1個はAERQSAT衛星を移動 　　　　　　　　　　　　9I

させる）による留立監視方式の実験が可能・②

実用衛星の打上げ時期を慣熟期間を1年と考え
e

〆

・

て、昭和68年とすると、同衛星の開発に母低
o

一

r　　P

4年は必要として、昭和64年に設計の開始が
’

，

必要、上記①、②の理由から、実験用衛星〔52’

．年度より航空・海上技術衛星（AMES）と仮．

称〕の打上げ時期は遅くとも昭和60年度まで
．幽

には行う必要がある。よってAMES連絡会で！

検討された機能をもつ実験用衛星を昭和60年　　　　　　　’

一

一．8一．

、
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要　望　さ　れ　た　事　項 審 議 経 過 審 議 結 果

度に打ち上げることを要望』たい。また第2号

以後の移動体通信・航行衛星シリーズ（このシ
1

リーズの研究は新たに追加、理由は技術衛星を
昌　■

通さずに実用衛星を開発することもあり得るの ノ

o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．ﾅ、その研究が必要と思われる）に関する研究

、

は従前通り行う計画とすること。

6 ● （郵政省）

，

海洋国として、現在我が国では、多数の船舶
ノ

が活躍しているが、現在の漁船等の通信システ

ムは、品質、容量等に問題が多いので、これを

改善する必要がある。このため、我が国の実情

に適した海上通信衛星システムを開発すること
し

を目的として、昭和60年度に航空・海上技術

馬 醒（AMES）を打ち上げることとし、そρ●’

ための’システム原びミッション機器の開発研究

●

を行う。
’

●
■

φ

3．通信技術衛星（ACTS－G）

　　（郵政省）

　　宇宙通信が宇宙開発の基幹的技術の一つであ

　ることにかんがみ、この分畢の自主技術の確立

　を図るとともに、．将来の通信需要の増大及び多

様化に対処するため、新しい周波数や通信方式

　　　　　　　　’

1．通信の分野に澄ける衛星利用の大規模化、多様化、高度化などの

世界的動向を踏まえ、その基礎的技術セあるマルチビームアンテナ

　の研究に着手し技術の蓄積を図ることは有意義である。

2．将来、通信技術衛星のような衛星を開発するに当たっては、『マル

　チビームアンテナ以外にも通信方式等め基本的な技術の研究が必要

　将来にゑける大規襖かつ多様な宇宙通信技術，

の基盤を確立することを目的として衛星搭載可

能なマルチビームアンテナの研究に着手するこ

とは妥当である。

一・ X一ド



●

・●

，　　要　望　さ　れ　た　事　項． 審　　　．議　　　経　　　過 審　議　結　果

の開発、衛星間通信技術などの確立を図る必要 とされるので、これらについても検肘を進めることが望ましい。

がある。　　　　　‘

これらの開発の一環として、陸上移動体との
．　9

通信、周回衛星を対象とする衛星間連信等に必
，！

要な技術開発を目的とする通信技術衛星（AC

『S－G）を、昭和60年代前期に打ち上げる
句

ことを目標に最も基礎的な技術であるマルチビ
，o

一ムアンテナの研究を行う。
ρ

4．、衛星利用捜索救難システム

（運楡省γ
　　亀堰D船舶及び航空機の遭難情報を迅速に入手し、遭難位置を短時商か’ 人工衛星を利用した捜索救難システムに関す

国際的な捜索救難衛星実験計画への参加をす つ正確に判明させるため、人工衛星を利用した捜索救難システムの る所要の研究を行うことは妥当である。

るには、我が国としてもそれなりの知識をもつ 確立を図ることは有意義である。

ための研究を進めて寿く必要があり、そのため a・人工衛星を利用した捜索救難システムの確立については、世界的

DOS（データ収集システム）などを通じて実 規模で統一する必要があることから、国際協力により進めら乳てい
喝

験を行うとともに適当な衛星に新らしく開発す るので、搭載実験システムについては、関係機関の間で長期的、国

る捜索救難パッケージを搭載する計画を確立す 際的視点に立った検討を進める必要がある。　　・

る必要がある。 a　この牟め・海洋観測衛星1号を利用した実験を行う’姦ど所要の研

究を行うことは妥当である。　　　　　　　1

●

「・10←
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W　宇宙実験の分野

要望さ　れ　た　事項 審　　　議　　　経　　　過 審　議結　果

1．第一次材料実験（FMPT） ，

（科学技術庁） 11．宇宙空間の特性を利用して材料実験を行うため、米国のスペースシ 米国のスペースシャトルを利用して昭和59

無重力その他の宇宙空間の特殊環境を利用し 十トルを利用し第」次材料実験（FMPT）を行うことは有意義で 年度に材料実験等を実施し、その際日本人科学

た各種の材料、医薬等Q製造、加工技術の確立 ある。 技術者（ペイロードスペシャリスト）を搭乗

並びに有人サボー・ト技術の開発に資するため、 また、第一次材料実験（FMPT）の円滑な実施を図るとともに させることを目標に、所要の開発研究に着手す

宇宙実験システムを開発し、これを用いた実験 有人サボ1一ト技術の開発に資するため、日本人の科学技術者（ベイ ることは妥当である。’

を我が国の技術者がスペースシャトルに搭乗す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

ることにより実施することを目的とする第r次 意義である。 　　　　　　　　　　　　1A

材料実験（FMPT）について、昭和59年度． 2．第一次材料実験の実施に当たっては唱宇宙開発委員会第二部会報

に実施することを目標に、昭和55年度から所 告書（スペースシャトル利用の推進について）に示された実施方策

要の開発研究に着手したい。 等に従い実施することが適当である。
’

、　6
a　スペースシャトル搭載実験ジステムについでは、スペースラブの

、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

利用条件及び材料分野の搭韓実験装置の開発見通しから、自主技術
’

．

を主体として経商かつ効靹認めること絢能である。
，o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■yイロー・ドスペシャリストρ選抜、訓練及び健康管理については、

漸次実施体制が整いつつあり、第一次材料実験のためのペイロード
∂

6

スペシャツ弓トの養成は可能であると考えられる．

2．小型ロケットによる材料製造実験

（科学技術庁） 1．スペー冬シャトルを利用して材料製造を中心とする各分野の活発
，．

sT－500A面ケットによる小規模の材料9

TT－500A白ケットによる小規模の材料 な実験が検討され淀おり、その予備段階として6分間以上低動 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ｻ造実験を昭和55年度から実施することは妥

製造実験を昭和55年度から実施したい。 （10一4G以下）塗態を保つことが可能なTT一・500Aロケッ 当である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

凸11．凸
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要 望．さ れ た 事　項 審　　　議　　　経　　　過 審 議 結果

トを用いて材料製造実験を実施することは有意義である。

a 当面の実験テー・マとしてぼ、：Ni系合金、アモルファス0半導体、
r　　9

エピタキシャル半導体等の製造、結晶成長の研究左どが考えられるっ

特に、Ni系合金、アモルファスチ半導体については、昭和52・

　　．
N度から実騨装置の試作試験等が進められて夢り、昭和55年度か

一
’

ら順次それらの実験を行うことは可能であると考えられる。　　　　　　　　　「

，

！

1　　　　咀

、

嚇

り

塾

し　　　「
1

■炉

，　　　　o

一

［
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V　人工衛星系共通技術の分野

要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　議　結　三

三　大型人工衛星技術 ，

（科学技術庁） ユ．昭和60年代に予想される各種大型人工衛星の打上げに対処する 利用機関の意向を千分配慮の上、大型同工衛

昭和60年代に予想される各種大型人工衛皇 ため、大型静止衛星及び大型中低高度衛星のそれぞれに共通左バス 星に共通なバ弐の研究に着手することは妥当で

　　　　　　　　　　　　　冒ﾌ打上げに対処するため、大型静止衛星及び大
に：ついて研究を行うことは有意義である。　　　　　　　　　　　亀

ある。

型中低高度衛星に共通な技術の確立を図るこ≒ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」Q∫．大型静止衛星及び大型中低高度衛星に共通と左るバスについて研

を目的として、昭和55年度から大型人工衛星　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ 醜し、それをその後の人工衛星の開発に活用するよう計画を進める　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、

に関する研究に着手したい。 ζととしているが～さらに利用機関の意向をナ分配慮するとともに、 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

将来の衛星需要の動向を十分考慮レできる限り多様めミッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨

，

に対応しうる構想とする必要がある。
「

a’宇宙用軸受

（科学技術庁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一P．人土衛星り長寿命化、姿勢制御の高精度化等のためには、長寿命 人工衛星の長寿命化、姿勢制御の声精度化等　冨

人工衛星の長寿命化、姿勢制御の高精度イヒを　　　　　　　　　　A の宇師軸受が必要であの閨A研究を行父とは有臓である．’ を目的とする宇宙用軸受の研究に着手すること

目的とする宇宙用軸受の研究に、昭和55年度．　　　　　　　　　　　　　　　　喝 2．宇宙用軸受としては、接触型軸受と非接触型軸受が考えられる。 は妥当である。　　　　　　　　，

から着手したい。 接触型軸受については、潤滑剤の補給源とレて自己潤澤性複合材

‘ 料を用いることにより、その高悔能化、長寿命化を図ることが可能，

であると考え駆る・9 @　　　　　・
i

また、非接触型軸受については、これまでの基礎的な研究を踏ま
．
1

え、宇宙用軸受の研究に着手でぎると考えられる。

ノ
‘

● 「　　　　　　　　　　　　1

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

613一・
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Vl施設の整備

要　望　さ　れ　た　事項 審　　　議　　　経　　　過 ●　審　議　結．果

1．ランドサッ．トーD地上局の整備 「

（科学技術庁）　　　　　　　’ 1981年に打上げが予定されているランドサ’ットーDには、新しい 地球観測システムの研究に資するため、ラン

人工衛星を用いた地球観測システムの研究開 搭載ミッションとして、セマティックマッパー（TM）があり、地質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ドサ〃トーDの情報受信処理施設設備の整備を

発に資するため・NASAに誇いて昭和56年 学、農学、水資源などの分野に対し、より有効なデータが得られるも 行うことは妥当である。

度に打上げが予定されているランドサットー：D のと期待されるので、その受信処理を行い、我が国の地球観測システ

の受信を、我が国において昭和57年度から開・ ムの研究に資することは有意義である。

始することを目標に、昭和55年度からランド
，’

サットーD情報受信処理施設設備の整備に着手

したい。， 　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　、

@　　　　　　　　　　　　　　　’

C　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　，

@　　　　　　　　　　●

P
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あ　と　が　き

　宇宙開発の本格化に伴い、実験段階から実用段階に移行する衛星開発計画が

増加するものと見られるが、その場合に夢ける実用に供する衛星の費用分担の

あり方、打上げ時期の重複に伴う年間打上げ機数の増加の方策等について、長

期的、総合的観点かち検討を進める必要がある。

沙

・　●

o

●

・一S5一
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　（参考1）

　　　　　　　　第一一部会に鉛ける審議の進め方につ喚て

　　　　　　　　　　　　　∵　　　　　　　　昭和54年6月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会第一部会　　轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　　定・

1．当部会は、関係各機関から提出された要望事項について、・次のような観

点から調査審議を行い、1必要と認められる場合には、これを開発プログラ

　ム（案）（開発又は開発研究）とすることとする。

　（1）要望された事項を特定の時期までに達成することの必要性、緊急性

　（2）要望された事項を特牢の時期までに達成することの技術的可能性

③霜開発政漱練示され瀦方針との整合性　　’一

　（4》宇宙開発に関連する技術の系統的育成及び国産化

　⑤　射場の打上げ能力、必要な地上施設の整備等関連する他のプログラ

　　　ムとの関連　　’　　　　　　　　　　・F

2　このため、衛星系分科会及び輸送系分科会において、それぞれ次の所掌

に基づいて、昭和55年度の三二開発関係経費の見積り方針に反映させる

べき事項について審議する。

　ロケヅトなど宇宙輸送系の開発及び開発研究、宇宙輸送系サブシメ

テムの研究、その他宇宙輸送系に蘭する試験施設、射場等地上施設及

びソフトウエアに関すること

（1）衛星系分科会

　　人工衛星の開発及び開発研究、人工衛星サブシステムの研究、その

．他人工衛星に関する試験施設、追跡管制等地上施設及びソフトウエア

　に関すること

（2）輸送系分科会

・一… P6一ゴ
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・第一部会輸送系分科会においては、昭和54年6月25日付け第「部会決

定「第一部会における審議の進め方について」に基づき、昭和55年度の宇

宙開発縣搬ρ見積妨針に反映させるべき事項について鶴を行ってき

たが、その結果をとりまとめたので報告する。

輸送系共通技術の分野

工
2
a
4
5
．
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’輸送系共通技術の分野

要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　　議　　結　　果

1．N一皿ロケゴト

（1）測地衛星1号（GS一・1）を打ち上げるとと （1）N－1ロケットのN一皿ロケットへの統合 （1》昭和57年度以降、N－1ロケットを：N一・

もに、慣性誘導装置の搭載実験を行うため、N 現時点においては、昭和57年度以峰はN－1ロケットの打上げ 皿ロケジトに総合することは妥当である。

一皿ロケット5号機の開鞘に着手したい◎ 要望がなく、また、同ロケットによる衛星打上げ要望が今後提出さ （2）昭和58年度冬期から昭和59年度夏期ま

また、N一皿ロケットによる各種人工衛星の れた場合も、2段式のN一皿ロケットの使用（表1参照）、あるい でに打ち上げるN一皿ロケットの開発に着手

打上げ予備機として、N一皿ロケット6号機め はN一皿ロケットを用いた複数衛星打上げによって対応可能であウ、 することは妥当である。’

開発に着手したい。・ かつ、これにより、打上げコストの低廉化を期待できると考えられ なお、開発に着手する機数については、衛

（2）放送衛星2号及δその予備衛星をそれぞれ昭1 る。 　　　　　　　　　●ｯ計画と整令を≒る必要がある。

和58年度及び昭和，59年度に、静止気象衛星 　　　　　幅ﾜた、両機種を統合することにより、ロケット、打上げ施設等の ただし、N一皿ロケットを年間3機打ち上
3号を昭和昼9年度に打ち上げるためのN一皿・　　　　　　　　　　　　σ 効率的な開発及び運用が可能になると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

げる場令には、打上げ関連施設、追跡施設等

ロケットの開発に着手したい。 したがって、昭和57年度以降、N－1ロケットをN一皿ロケッ 　　　　　乙ﾌ増強、打上げシーズンの再検討を行う必要

トに統合することは妥当であると考える。 がある。

⑭　開発スケジュール． ③　N－nロケット3号機以降に凄いて、第一

N一皿ロケジトの開発には2段式▽3段式のいずれの場合も通常 段タンク、衛星分離部、スピンテーブル等の

一 約44ケ月を要するため冠昭和58年度冬期から昭和59年度夏期 国産化、及び第二段推進系の国内組立てを行
1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ﾜでに打ち上げるN一皿ロケットの開発に着手することは妥当であ うことは妥当であるが、所要の対外折衝が必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　1驕B 要であると考える。

な寿、開発に着手ずる機数については、宿星計画と整合をとる必　　　　　　　　　　　　　　　　τ

㈱　GS－1打上げのためには、南米局が必要

要がある。
となるため、昭和58’年度に1司衛星を打ち上

ただし、N一皿ロケットを年間3機打ち上げる場合には、打上げ； げる場合は、昭和55年度にシステム設計濠

関連施設・追跡施設等の増弧打上げ％ズンの再検討を行う硬 び対外折衝を行う必要がある。

一・ P一
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要 望 さ れ た 事 項 審　　　議　　　経　　　過
’審

議 結 果

がある。

、 ，　　　「

また、GS－1の打上げロケット妹、昨年度の見直しにおいては　　　　　　「

N一・1ロケットとされていたが、次のような理由により、これをN ■

’

一皿ロケヅトに：変更することは適当であると考える。

（
つ 射点系の改修作業等が不要となるため、GS－1め打上げコス

トは、いずれのロケットを用いても同程度と見込まれる。

一（→ N一皿ゴケットを用いると2段式で打ち上げられるため、スビ

ンフェーズが無くなるので、GS－1の開発に当たって考慮すべ
「

き条件が緩和される。、

セ9 GS－1の打‡げ前後に、　N一旺ロケットの打上げが予定され

ているので、打上げ機及び補用品のローテーションが可能となる。
’

（3） 2段式のN一皿ロケットの打上げ能力

N一皿ロケットは、第二段エンジンに再着火能力があるため、低
’

～中高度軌道に対しては、．2段式打上げが有効である。また、固体

補助ブースタの装着数を6本又は9本とし、打上げ能力の調整を行
、

9

うことが可能である。

’

謄冒 （表1：N一皿ロケットの各型式の打上げ能カー覧表）

また、2段式のN一皿ロケヅトセGS－1を打ち上ヴる場合は、

同ロケットの中高度軌道’（高度1，500㎞、傾斜角50。）、．打

伽
上げ能力が約800Kg～1tであるのに対し、　GS－1及びH一・

1ロー Jットの慣性誘導装置の重量が共に約200Kgと見込まれる
1

、ため、複数衛星打上げ用搭載構造物重量を約100Kgと見込んで
ヒ

も、 なお、約300～ら00Kgの人工衛星を搭載する余裕がある
じ

一2一邑
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嬰 望 さ れ た 事 項 審．　　議　　　経　　　過 留 議 結 果

ものと考えられる。

♂ρ〆

（4） 国産化計画

N一皿ロケットは、今後かなりの機数の需要が見込まれているの

で、打上げスケジュールの確保、信頼性の向上等を図るため、昭和

一

55年度から第一段タンク、衛星分離部、スピンテ「プル等の国産

　　　　　　　　　’ｻ、及び第二段推進系の国内組立てを行うことは妥当であるが、所　　　　　　　、

’

要の対外折衝が必要であると考える。

’ 、第二段推進系のエンヅンと．しては・①N一皿ロケット1号機～3
」

号機用として米国から購入することとされ、既に開発を完了してい
馬

る118FJエンジン、②N－rロケットの第二段畑エンジンとし

て開発された：LE－3エンジンをベースとし、アブレーティブ型燃

焼室の研究残果を生かして、今後、実用化のための開発を行う必要

のある：L：E－4エンジン（仮称）、一の両者が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

本分科会は、N一皿ロケットの打上げ能力に対する影響、将来技

術としての有利さ、．信頼性、米国からの継続購入の訂能性、経済性、

H－1ロケット開発に対する影響等の観点から比較榛討を行った。
■

一

（表2参照）　我が国でストアラブル推進薬を用“たアプレーティ

ブエンジンを開発し、実用化しうる見通しを得たことは・」・つの収穫

であるが、上記の検討結果により、N一∬ロケットの第二段エンジ

ンとしては、118FJエンジンを引き続き採用し、その国内組立
「
『

てを実施することが適当であ乙と考える。
〆

’

図1　　N一皿ロケット国産化スケジュール

’

1

調2－N－LN一皿・ケッ財産化比較
、 ’

一3一・

！
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要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　　議　　結　　果

（表2　第二段用土ン伽の比較鮒結果）

⑤　ダウンレンジ局

．中高度衛星を暇式のN』皿．・ケットによ端ち上げ棚合はザ
，　g　l

ペイロード重量を大きくするとともに軌道投入精度を向上するため

1

必要となみ。　　　　　　　　　　　　　馳

（図3：ダウンレンジ局め構想）

1 測地衛星1号（GS一・1）の打上げにかいては、SE¶O0－1高
■

’

度を高くとれるため、既存の小笠原局を用いるζとができるが、S

EI（斗一2以降は南米局でカバーする必要がある6南米局の設計、

製俺聞けには約2年半聞すると見込熱為ため、昭和58年・

度冬期にGS－1を打ち上げる場合は、昭和55年度にシステム設

計及び対外折衝を行う必要ボある。　　　　　　　　’

（図4；ダウンレンジ局整備スケジュール）

⑥　測点系の改修

1
覧

N一皿ロケット組立発射設備の改修は昭和5年年度より開始され’
’，

ており、現状に劃い：てはスケジュール通り順調に工事が進み、昭和

「 55年度冬期のN一∬ロケヅト1号機の打上げに対応できるものと

・考えられる。
「

！

o （図5：N一皿bケット時点整備スケジュール）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5A

2　H－1画ケット

重量500Kg以上の静止衛星を打ち上げる能力 （1）開発スケジ轟L一ル’

一一 S一

「
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要’望　さ　れ　た　事、項 審　　　議　　　経　　　過 審　　議　　結　　果

を有するH－1ロケットについて、’液酸・液水工 （第二段） に着手し》昭和59年度に同二段の機能確認

ンジン、タンク等のコンポーネントの開発研究を 燃焼器系については、既に推力10トン級の水冷却燃焼器を用い のため、試験用ロケグトによる飛行試験を実

進めてきたが、昭和55年度から、推力ユ0トン 　　　　　　1ｽ実験により、燃焼特性が設計目標値と良く合うことが確認されて 　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　■
{することは妥当である。’ @．

の液酸・液水第二段の試作に着手し、昭和59年 紳・今年度中に、再謡曲燃麟を胤た実騨実施され硯込 （2）昭和58年度にN一皿ロケヅト（2段式）

度に、同二段の機能確認のため、丼r一皿ロケット みである。また、推力500Kg級の液水冷却燃焼器及び高膨張燃焼 によりGS－1が打ち上げられる場合は、同

の第一・段を利用した二段式ロケット（試験用ロケ

b：ト，）による飛行試験を実施したい。

器を用らた研究（航空宇宙拉術研究所）、並びに1トン級及び7ト　　　　　　　　　　ー

悼盾ﾌ再生冷却燃焼器を用いた研究（東京大学宇宙航空研究所）が

ロケットを用いて、慣性誘導装置の搭載実験

�sうことは妥当である。

進められており、これらの研究愛顧は、推力10トン級の燃焼器の （P2：N一．皿ロケットの項参照）．

設計に役立てられている。　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

③　昭和55年度から、第三段モータの開禿研

供給系については、液面系及び液水系の10トン級4一ボポジプ ’究を行うことは妥当である。　　，
巳

の試作試験により既に設計目標値が達成さ典ているものもあり、’今 （4）昭和55年度から・説示用ロケッ・トの新射

年度中に達成できる見込み6ものもある。 点の設計を行うζとは妥当であるσこの際、

タンク系についてはて原型タンクの試作試験等により、目標仕様 H－1ロケットめ打上げに効率的に対応でき

、 　　　　　　　　　　1�B成しうる見通しが得られている。 るよう計画する必要渉あ乙。

また・東京大学宇宙航空研究所において進められている液酸・液 （5》昭和55年度から、タンク熱特性試験設備

水論ンジンシろテムの開発研究も順調に進捗しており、今年豊中に の整備を行うとともに、慣性誘導システム試

ノ

は、アトン級燃焼器燃焼実験、アトン級ターボポ著ブシステム総合 験設備の「部増設を行うことは妥当であるp

試験等が行われる予定である。

，

したがって》昭和55年度から、魂迎・液水論二段の試作に着手

すうごとは妥当である。　　　　　　　　　　　　　　　・
、

また、H－1ロケットの着実な開発を行うためには、使用実績の
’　ギ，

ある丼一皿ロケットの第一段を利用して、1液酸・液水第二段の飛行

試験を行うことが適当であると考えられうので、昭和55年度から 」

一5・」

’

「
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要 望 さ れ た 事 項 審　　　議　　　経　　　過 審 議 結 果

試験用ロケットの予備設計、ガ零ジェヅト装置、油圧装置、火工品’

潮
等の開発研究を行い、昭和56年度から試験用ロケットの開発に着

志し、59年度に飛行試鹸を実施することは妥当である。

な夢、液酸・素水エンジン及びタンクの開発研究につ喚ては、宇

　　　　　　、?J発事業団が航空宇宙技術研究所及び東京大学宇宙航空研究所の

協力を得て効率良く進めているが、今後ともより一層の協力の推進

を図る必要がある。
噸

－

図6：液酸・雪水エンジン開発ろケジュール

表3：液酸・液水エンジン開発研究状況
「

図7・；液酸・．三水タンク開発スケジュール

e　　表4：液酸・液水タンク開発研究状況

’　図3：東京大学における液温・温水エンジンの研究状況　　　　　　　ρ

図9：試1験用ロケット開発スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（慣性誘導装置）

昭和52年度から慣性センサー、慣性誘導計算機及び両者のイン 　　　　　　L
h

●

ターフエー」ス部の試作試験を実施し、今後、’EM：及びPMで性能を

ノ
り

確認することとしている試験項目を除いて目標性能を満足している。

，したがって、昭和58年度に2段式のN・一皿ロケットによりGS一

1が打ち上げられる場合には、昭和55年度から飛行試験用誘導装置 イ　’

の製作等に着手し、同ロケットを用“て搭載実験を行うことは妥当

’ である。
　

、

契1：：鶴舞繍つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

6一・6一

／

’
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要 望 さ れ た 事 項 審　　　議　　　経　　　過 審 議 結・ 果

（固体モータ）

，ノげ

固体モータは、H－1ロケットの第三段モータとして使用するこ

とが見込まれている。静止軌道に800Kg級の人工衛星を打ち上げ

るためには握進薬重量2．5トン前後の高性能固体モータが必要とな

’

、

るので、着実な開発を行うため、まず、推進薬重量工2トン程度

のサブサイズモーータの開発研究を行うことが適当であると考えられ

る。

■

また、H－1ロケヅトは昭和60年忌の主力ロケットとして活用

することとされており、60年代にフルサイズモータの開発が容易
！

に進められるようにするためには、50年代末までにサブサイズモ
’

一タによる開発研究を終了して夢く必要があるので、昭和55年度 ・

！

から開発研究を行うことは妥当である。

駐な慶、第二段液酸・温水エンジンの試験用ロケヅトに、サブサイ

ズモータを装着することにより、昭和60年代初期に、約520助

の静止衛星を打ち上げることが可能に左ると考えられる。

（図11：固体モータ開発スケジュール）

し 畠，一

「

（2）

射点心の建設　　　　　　　　　　　　　　， 馳

液酸・治水第二段の試験飛行を行うための射点としては、．Nロケ

ット射点を利用する方法と、新射点を建設する方法ボ考えら 「

れる。

Nロケット射点を利用する方法は、アンビリカル塔の新設等の改

修が必要となるので、N一皿ロケヅトの打上げ停止期間が最少限1
’

年半は必要であり、・かつ、射点改修後、引き続いて試験飛行を行う

・一・ V一・

「
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要 望 さ れ た 事 項 審　　　議　　　経　　　過 審 議 結 果
1

．こととすると、更にN一：皿ロケットの打上げ停止期間が伸び、衛星
1

●

打上げ要望への対応が困難となるため、新射点の建設が適当である

と考えられる。また、昭和59年度に試験飛行を行う場合は、55

年度から新旧点の設計を行うことは妥当である。新射点に寿いでは、

試験飛行に引き続き、現在第二部会において検討の進められていお

800Kg級以上の打上げ能力を有するH－1ロケッ’

必要があると考えられるので、その打上げに効率的に対応できるよ

う設計を行う必要がある。
「

〈図1．2：H・rIロケ7ト露点施設設備整備スケジュ「ル）

亀
r

（3）

・試験設備の整備

研究嗣発の進展に応じた試験設備の整備を行うため、昭和55年
’

度から新たに：タンク熱特性試験設備の整備を行うとともに、慣性誘・

導システム試験設備の一部増設を行うことは妥当である。
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i図14：主要試験設備の開発スケジュール）
一

ノ

●

．

－

一・ W一



幽・

一　●

C

9

●

一　

要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　　議　　結　　果

3．　実験用小型ロケット （1）開発スケジュール． 昭和5’5年度からTT－500Aロケット9号

TT－500Aロケットによる小規模の材料製　　　　　　暫ザ 機及び10号機の開発を行うことは妥当である。

造実験を昭和55年度から実施したい。 和54年度から開発が進められ、昭和55年度夏期に飛行試験が行

われる予定であり、これにより、ロケット、回収システム、搭載実

験装置の機能が確認される見込みなので、材料実験を行うことを目

的として1昭和55年度冬期及び昭和56年度夏期に打上げが予定

さ粘ているTT－500A・ロケット9号機及び10号機の開発を昭

和55年度から行うことは妥当である。

（図15＝TT－500Aロケット開発スケジュール）　　　　　　　　1

②性　　能　　　　　　　　　画

「

T．T－5．00A直ケットは、当初、1σ一4　G以下の宇宙環境下に
「　　　　　　　「

約370秒間滞空させることとしていたが、その後1推進薬の性能

向上が図られ、最大到達高度が約50Km高くなったため、1げ一4　G

以下の滞空時間が約50秒間長くなるものと見込まれる。 ，

（図16：TT－500Aロケット飛行計画め概要） 1

　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　一S．人工衛星の回収技術　　　　　　　　　　’ （1）必要性　　　　　　　　　　　　　　　， 昭和55年度から、回収技術研究の一環としで》

宇宙空間から衛星等を安全に地上に回収するご 我が国の宇宙開発にとって、宇宙の無重力と真空を利用した新材 減速に関する空無力学的問題、回収ビークルの

とを目的として、空力減速技術、衝撃技術等に関：
料や新物質の製造、ライフサイエンス等の回収を要するミッション

システム研究を行うことは妥当である。●b・

する研究を行うとともに、回収ビークルのシろテ
の遂行は不可欠となつでくるものと考えられる。

�絜Z術を確立するためには、今後解決すべき種々の問題がある

ム研究を行いたい。
ため、巾広く研究に取り組む必要があり、また、その遂行には長期

間を要すると考えられ1るの鷹従来の基礎研究の成果を踏まえ、更 監

に積極的に総合的な研究を行う必要がある。　　，

＿q」
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要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　議　　　経　　　過 審　　　議　　　結　　　’果
。

（2）研究スケジュール

／
昭和61年頃までに、高減速の回収を可能としていくためには、

’

昭和55年度から新たに研究を行う必要がある。研究の推進に当た

っては・回収技術の確立に必要で、かつ、成果を得るのに時間を要

する研究を試験設備の整備と対応させつつ進めることとし、昭和55 1

年度から、システムスタディと、既存股備を利用して行える減速に

，

関する空気力学的問題等についての研究を行うことは妥当である。

，
また、回収技術に関する研究が基礎段階を終えてプロジェクト段

階に移行する時点までに開発体制、推進方策等についての検討を行

う必要がある。

（図r73人工衛星の回収技術に関する研究の全体計画：構想）

「

5．上段固体モータの信頼性評価基準 （1）必要性
昭和55年度から、、推進薬に生ずる欠陥、損

アポジモータや上段ロケット等の固体ロケット アポジモータや上段ロケット等の固体ロケットは、静止衛星の軌 傷め勃定基準及び検出法の研究に着手するこ

の信頼性の向上を目的としてf推進薬に生ずる欠 道投入等を確実に行うために、重要なシステムであり、高性能・高・
とは妥当である。

陥、損傷の判定基準及び検出法の研究に、昭和55　　　　　　　　　　　　　、、

信頼性を有するものが要求されるため、そのような固体戸ケットの

年度から着手したい。 製造、貯蔵、輸送、作動期間中に、推進薬に生じる欠陥及び振傷の

有害度を明らかにし、推進薬の欠陥許容判定基準の技術を確立して
■

、

おく必要がある。

（2）研究スケジュ＿ル
■

　　　　　　　　　　　　　　1ｺ和54年度から国内開発が始められた静止衛星用．アポジモ＿タ

等の信心性能をより一層向上さぜることを当面の目的として、

昭和55年度から・固体モ〒タの信雛評価轟確立嘩めに必要

一・ P0一
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●

要望された事項 審 議 経 過

な研究を行うことほ妥当である。

　（図183上段固体モータの信頼性評価基準研究スケジュール）

審 議 結 果

一11一一
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表1．　N一皿ロケット各型式の打上げ能カー覧表

コンフィギュレ・ごション　　1　　、

@　　　　　　　　　　　　忌
打’ @　上　　　’げ　　　　能　　　　力

段　　　　数 SOB本数畠
@’

型　式名　称 静止軌道 　　　　　　　0P・000・血1円軌道（i『30） 　　　　　　　0R00K血円軌道（i＝・30）

6本 N・一皿一26型 X 1．300Kg艦 1，600Kg
2『 i　式

9本 N一∬二29型 × 1，600K：9 2，00　0Kg

6本 N一皿一36型 300Kg
3　段　　式

9本 N一皿一39型　　、

350K：9

2段式砺が打上げ寵力は大きい。

注　　1＞　2段式の場合は、第2段エンジンの再着火によるオーマントランスファー軌道により衛星を打ち上げる。

　　　2）一一血3・・白道への打上げ倉旨白搾細君量を含む・

　　　・3）S・B3本ρコンフィギユレージョン｝ま初雛力・盤比（F／W）が4》さく・風の㈱を大きく受けるので・㍗ビリヵル

　　　　　・タ9一・クリアーの鮒を瀧して拙デられるチャンスが非常に少なくなるため、醸的なコンシイギ』ソーションではな

　　　　　いと考えられるq

一12一一
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図1　N一皿ロケット国産化スケジュール（3号機以降）
斎這≒等　　　　　　　　　　・．

歪2 夕3 5ダ タξ幽 56 37 3ノ》 聲 60
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表2・　第二段用エンジンの比較検討結果

∀　●’

評　価　事　項 118：FJ L：E－4 備　　　　　　考
1・N一皿ロケットの打上げ能ガ 静止軌道打上げ能力　350Kg 静止軌道打上げ能力　約350Kg

に対する影響　’ L：E－4の開発鷹目標性能諾元が漣成さ 　　　　　　　　r　　■P

れれば、更に10Kg程度向上の見込み

2．将来技術としての有望さ ストアラブ雌進薬を用いるアプレーティブエンジンが、融の宇聯送シス》ムに

用いられる可能性は低いと考えられる。

a信頼性 既に米国のデルタ『ケットで使用実緯のある 開発の見通しはあるが、信頼性、品質のバラ

エンジンを改良したものであり、信頼性は高 ツキ等の問題に毫）いて、今後、燃焼実験を通

いものと考えられる9 じて解決していく必要がある。

4．米国からの継続的購入の可能 118FJは、少なくとも1980年代にお
性　　　　　　　・ いては購みは可能であると見込まれる。 ，

5．経　済　性　　　　　　　1，
」 59年度以降5機を実用に供する場合は、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一P18FJ　3実機製作費約13億円×53約65億円

118FJを採用ナる場合と比較・して、．所要 ：LEi－43実機製作費約10億円×5＝約50億円

@　　開発費　約155億円（含飛行試験）
経費が約140億円増加する。，

計約205億冊
6．H－1『ケット開発に対する H：61向ケットの開発と併行して、第二段推

影響　　　　1
同系を開発することになるの鷹資金面、人

、
材面でH－1ログットの開発を圧迫する恐れ　　　　　　　　　　，

がある。

7．実弔画期　一 ，

昭和59年度冬期

18．そ，の　他
’

昭和59年度にテストぞライトを行う必要があ

るため・ユーザの打上げ要望と合計して、N一皿

ロケットの年間打上げ一致が3機以上になる 1

‘

可能性がある6

篭

一15一



図3 ダウンレンジ局の構想
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図6　液酸／液水エンジン開発スケジュール
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1 「

　　　蜘

¥3　液酸・憎憎エンジン開発研究状況

ヌ

設1計　　目　　標　　値 達　　　成　　　値 備　　　　　　　　　　　考

1．　10トン燃焼室 ：Fvは開口比140真空中換算値、この燃

イ　推　　力 Ev融900晦　FSL＝⑤800Kg’（海面」D 6，100～7，200K：g　（9毎面上） 焼器の推力にガス発生器の排気ガス推力100

5

ロ　燃焼圧力（噴：射器　） 358Kg／‘諺a 32～38Kg／㎡a
Kgを加えて推力10，000Kgのエンジンとなる　　　　　　　　　　　　　　　　　［

6
，ハ　特性排気速度効率 97．2％

　　　　　　　　　’
X7％ 達成値のデータは水冷却燃焼室（開軸比9） 「　●

・　● 昌　混　合　比 55（エシジン全混合比）’ A’ T9（燃焼室） 510～6，5（燃焼室）　　． を用いた値である。試験回数29回・全燃焼

秒時516秒。今年度再生冷却燃焼器の試験

を実施する。その後原型エンジン総合試験及

び原型エンジン高空燃焼試験を実施する予定

である。

2．点　火　器 、
点火器は単体試験のデータである。試験回

イ　燃焼圧力 1．25Kg／㎡a　1 1．0～1↓8Kg／‘㎡a 　　　　　　　　　　　　　　　　　、狽ﾍ93回、総燃焼時間444秒。このうち

ロ　混合比 0．9 0．55～1．45
「着火ミスは、低混合比寧1）に起因するもの

が1回あった。

■
a　液水ポンプ ポンプ単体試験は、設備駆動側と供試ボン

イ　’吐出圧力

・ポンプ燃

ハ　回転数

昌　吸込水頭

・56Kg／㎡a

60％

50，000rpm

56拠以下

5　6’K9／ご認a

60％（32，000rpm・工鴇）

50，000rpm

30餌

プとの継手．スプラィ，ン部のアンバランス等で

相当のトラブルを経験したので、単体試験用

の供試体は別途設計変更して追加試験を実施

する予定である。

4．液水回ー・ビン

　　ィ　タービン効率

　　ロ　回　転　数

45％・

50，000rpm

45％（47．gob熱走）

駈47ρ・9・pm（熱走）、53ρ…珊（GHe）

タービン単体試験も継続して実施中である
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設計目，標偵 達　　成　　値 備　　　　　　考
5．液酸ターボポンプ

@　ィ　吐出圧力　／

@　ロ　効　　率

@’ハ　回転数

@昌　吸込水頭

52．5Kg／㎡a

U筋（ポンプ）、35％（タ＿ビン）

P6，500rpm

V．5摺以下

5a5Kg／㎡a，

U8％、35％（効率のみ単体試験デ＿タ）

P⑤『00rpm
U　拠’

漁タ畔ポが試駄M埆田支所
ﾅ実施している。　　　　　　　㌧．9

O

06．　ガス発生器

@　イ　燃焼圧力

@　ロ　混合比

26Kg／㎡a

n．9

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗣

Q6Kg／α濯a

E0．9

　ガス発生器は・同軸型噴射器に決定し、．燃

ﾄ試験を実施中である。

乳軸受．シ＿ガ

@　イ　回転数（：LOX）

@　ロ回転数（L聖

　　　　’
P6，500rpm

T9・000rpm

1β・6qOrpm

T2，500rpm

軸受・シ」ルのうちL瑞シ一白については

�ﾉ長秒鰍験（・血）を実縮みで籾、

ｻの他については今微嚇試験を実鮒る

¥定である。

’

◎今蹴システムの㍗チン久醐化回信灘向上等を目馳て開発研究が進められる予定聯6

（注1）着火ミスは3プラグ型で発生した力槻在は午アギャップ準に設計変更されており澗題は生じていない．
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表4　液酸／三水タンク開発研究状況

項　　　　　目 目　標　　仕　　様 成　　　　　　　　　果

前方ドーみ
A22219－T62の一体プ1ノ．ス　　　　　　　　　　辱 800閥φの小型タンク用のドーム加工試験

成形後、リブを残してケミミル加 により目標達成の見通しを得た。

1 工

タ
L獲シリンダ アイソグリ．ド構造

i三角形高さ100㎜）

構造解析及び加工予備試験により、プイソグ

梶Cド・パターンを見直し軽量化を図った。

ン （三角形高さ87・5㎜）

ク 共通隔壁 内部を真空引きしたFRPぞ・ニカ 平板御侠試伝、800㎜φの小型共通隔壁に

構
ム・サンドイ．チ構造 よる試験と構造解析の結果、ハニカム板厚を

（コァ板厚35㎜） 見直し軽量化を図った。（コア板厚30㎜）
造

：LOXシリンダ L礒シリンダに同じ 同　　　左

1

後方ドーム 　　　唱O方ド」ムに同じ 同　　’左

前方ドーム 多層断熱方式 箱型タンクの断熱試験の結果断熱性能の目

断熱構造
等価熱伝導率6×1δ一5膨嘱h℃ 標を達成し得る見通しを得た。層 y量化を図る

シールド材25枚、スペーサ25 ため構成を見直した。シールド材38枚、ス
1

，
枚 の』サ20枚

断

シリンダ部 ポリウレタン・，フォーム外部固定 宝形タンクの加工及び断熱試験の結果、断熱

断熱構造曾 断熱方式 性能、重量とも目標以上の達成の見通しを得

熱
熱伝導率　α014Kα魂／mh℃ た。噂　熱伝導率　α011Kα魂／mhP　　一

重量　25　　X卿 重量．20・K碗
構

共通隔壁 内部を真空引きしたハ昌カムサン・ 平板状供試体800㎜φの小型共通隔壁による

造
断熱構造 ドイ，チ構造 試験ρ結果、真空度を下げても目標以上の断

等価熱伝導率　α04K瑚／mh℃ 熱性能を達成し得る見通しを得た。．等価熱伝
●

真　空　度10－4Torr 導率α033K副mh℃、真空度1d「2；Torr

後方ドーム 前方ドーム断熱構造に同じ 同　　　左

断熱構造
’

項　　　　且 目　　標　　仕　　様 成　　　　　　　　果

LH2タンク定 エンジンのクーリング・ジャケ， 加圧系舷析、熱解析の結果により目標達成の

タ
常加圧系 ・咄・で頒さ漁GH2を用い 見通しを得た。エンジン側とのインターフエ

1

ゐ。（G　　温度14q『K＞・ 一ス条件を見直した。　（同左1200K）

ン
　
、

LOXタンク定 L聖ンク離輔され輝低温・ 加圧系癬析、熱解析の結果により目標達成の

ク
常加圧／極低温 気虚器内の（｝Heをエンジンの熱棄 見通しを得た．解析の精度を上げた結果GH：e

ヘリウム系 換器で加熱して用いる。 必要量が若干増加した。

加
容量62多一210齢a☆ 容量8泌一210K朝講

圧
タンク過渡加圧 常温気蓄三内のGHeを用堕る。 コー?g及び再着火時を重点として加圧系解析、

／昌昌一マチ．
’

熱鯉析を行い目標達成の見通しを得た。

系
ク・コントロー L尾ゼタ『’ク再加圧用としてGHe必要量が

ル系 容量167か300K妬幽　　　’ 増加した。容量33砿一300嫌a　㌧
、

予冷特性試験の結果により㍗この方式を選定

雛
　
1

進ξ檎：七　系’ ダンプクーリング方式
し、流量も設定した。予冷時間は今後設定す

驕E　L尾喪章　砿／呂

LOX流：量α54／8

二：重シリンダ状のレベルセンサについて長さ

推進薬量計測方式・・ 静電容量型の連続レ’ベルセンサ を短かくしたモデルの1」N2・1」】亀甲での試

験を行“、目標達成の見通しを得ている。

圧力変換器による圧力信号を誘導 信頼性が高く、軽量化も図れるシステムとし

一

タンク圧力制御系
計算機により判定し、づル・

vの。丼／o即によ刷

て選定した。システム系統図、加圧シーケン

氏A圧力変換器の検討の結果目標達成の見

御する。．1 通しを得ている。

、

P．

直径434㎜の球形・’

@’

溶接加工、材料強度試験の結果によ．り目標達

材料はTi－6A4←4v． 成の見通しを得ている。N鳳しとの共同研究
極低温気高器 　　　　　しｦ

，の鴫魍磁麟験艦果に功三三
定した。　　　　　　　1
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図9　試験用ロケット開発スケジュ＿ルー
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表5．慣性誘導装置開発研究状況

　　　　　　　　　　慣性誘導計算機

　　　　　　　／

目　標　諸　元 ：FY53までの成果
、及び今後の予定

制　御　方　式 ”イクロプログラム方式 同　　左

数　　　値 2進、負は2の補数 同　●子

爵　　長（データ） 16ビット 同．左，’

（命　令） 16ビット 同　　左

メモリ容量 1βKワーード 同　　左

クロック 4翼Hz 同』@左
命令数 76種 同　　左

処理速度（加算） 4・5μS aブ5μS

（積算） 9．5μS　　『 7．75μS
（割算）

11．5μS 9．50μS

割込ライン 8ライ1ン 同　　一左

。

直接アドレ零範囲 1KW 同　　左

DMA※チャネル数 含チャンネル 同　　左

耐環境性

1温　度 一25℃～十60℃
■

PMで確認
振　動 別途指定

※3Direct　M㎝・ry　Acceもs

・一 Q7一

、

慣性センサーユ昌ツト

、 目　標　諸　元 FY53までの成果
及び今後の予定　　「

セン．サー方式 4ジンパルブラットホーム 同　　左

アライメン坊式
ジヤイロコンパシング

iセルフアライメント）’・ 同　　左

7ラ一階磐） 1分 0．5分

・嘔ジマス）
6分 5．8分　’

入力加速度・（機軸） 十15G－5G

・り胡・ゲ《横軸） ±109　　　　1
EMで確認

入力角度噛《冒≒カグ ．±（0㌦180。）
同　　左

惚懸鯛． ±（・．・8・う
同　　左

’（亘・の ±（0。～85。）．
同．左　．

ジャイロレンGドリフD　ヤ

氈Eゴ・・（く｝感i．1魂リ，7ト）

0．01　。／h」0．45　。／h／Go　　　　　　　　‘

0，009，／11　　　　　　「

O．40　0／h

茄速度計《パィア勾 1×1σ4G 0．75×10｝盛G

Σ1・’・li趣ク←ルブアクの 0．01％ 0．004　％’

一環三牲’ワ・，9
’

レ・温凱度 一25℃～十60℃

振　動 別途指定 PMで確認
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図18　TT一一500A型ロケット飛行計画の概要
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，（加熱嗣始）く80秒）

・而

制御（75～100秒）

、
、

2段分離（56秒）

2段燃焼終了（47秒）

、
、

　　　　、
　　　　材料実験終了（505秒）・

パラシュート開傘（約615秒）
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轟 種子島

！ノ’■コ●陶、
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、
触

約300

約450㎞レ

ビーコン受信

、

小笠原

テレメータ受信

（注；各数値は基準軌道の場合の計算値を示す。），
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図17’ l工衛星の回収技術に関する研究の全体計画構想
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○研究がある程離耀段職小型・ケットを用いた打込み実験を宥い・高速時脚ナる勧データを上略ことも有骸であると考えられる。
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図18　上段固体モータの信頼性評価基準研究スケジ亀一ル
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　（参考　1）　第一部会における審議の進め方にρいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和54年6月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会第一部会

　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　．．一　定

1．当部会は、関係各機関から提出された要望事項について、次のような観点

　から調査審議を行い、必要と認められる場合には、これを開発プログラム

　（案）（開発又1ま開発研究）とすることとする。

　（1）要望された事項を特定の時期までに達成することの必要性、緊急性

　（2）要望された事項を特定の時期までに達成することの技術的可能性

　（3｝宇宙開発政策大綱に示された諸方針との整合性

　（4）宇宙開発に関連する技術の系統的育成及び国産化

　（5）射場の打上げ能力、必要な地上施設の整備等関連する他のプログラ去と・

　　の関連

2．このため1衛星系分科会及び輸送系分科会において、それぞれ次の所掌に

’　基づいて、昭和55年度め宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させ［るべき

　事項について審議する。

　（1）衛星系分科会

　　　人工衛星の開発及び開発研究、人工衛星サブシステムの研究、その他人

　　工衛星に関する試験施設、追跡管勧等地上施設及びソフトウエアに関する

　　　こと。

　（2）輸送系分科会

　　　　ロケットなど宇宙輸送系の開発及び開発研究、宇宙回送系サブシステム

　　の研究、その他宇宙輸送系に関する試験施設、射場等地上施設及びソフト

　　　ウエアに関すること。　　．　　　，
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（参考　2）ノ輸送系分科会構成員

分科会長　山

専門委員　秋

　　　　　池

　　　　　内

　　　　　大

　　　　　河

　　　　　木

　　　　　砂

　　　　　竹

　　　　　戸

　　　　　中

　　　　　平

　　　　　山

　　　　　依

／

内　正　男

葉　錬二郎

田　研　爾

田　茂　男

塚　貞　吉

崎　俊　夫

村　　　誠

川　　　恵

中　幸　彦

田，康　明

口　　　博

佃　　　稔

ロ　弘　一

田　連平

新技術開発癖業団監事

來京大学宇宙航空研究所教授

三菱重工業㈱取締役

名古屋大学工学部教授　　　　・

科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

工業技術院機械技術研究所次長

東京大学宇宙航空研究所教授

宇宙開発事業面ロケット設計グループ
総括開発部員

日産自動車㈱顧問

千葉大学エ学部教授

黙難轟糞㈱航空宇宙辮部技鹸

宇宙開発事業団システム計画部長

科学技術庁金属材料技術研究所クリ，一ブ
試験部長

、

ノ


